
　「すがわら進議員」は、多岐にわたり質問し
ましたが、特に多摩区に関する事項について

まず、紹介します。「すがわら進議員」は、スポーツ振興と商店街などを含む地域活性化に
ついて、多摩区長に答弁を求めました。区長は、多摩区のスポーツ振興について登戸にあ
る川崎新田ボクシングジムに所属する黒田選手の世界タイトル戦（写真右=2月27日、
等々力アリーナ）に言及。多くの区民に勇気と希望を与えたと高く評価、さらなるスポーツ
振興に力を注ぐことを約束。また、地域の活性化については、専修・明治・日本女子の3大学
との連携や登戸の区画整理を進める中で活気ある街づくりに取り組むと答弁しました。
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暮らしの１１０番市議会議員すがわら進すがわら進

●昭和22年 秋田県生まれ　●海城学園中等部・高等部、中央大学法学部卒　●デンマークの船会社に18年間勤務
●川崎市議会議員に4期連続当選　●公明党党本部中小企業活性化対策本部委員、県本部副代表、川崎総支部連合副会長、
多摩第２支部長　●川崎市議団団長　●中央大学学員会幹事・評議委員選考審査委員　●海城学園海原会常任幹事

すがわら進の
プロフィール

「すがわら進」議員が代表質問で２２項目、
予算審査特別委員会では６項目を質問しました。

平成２５年
第1回定例会

　多摩区の皆さまからの署名簿（２２，９８８
名）を添えて、阿部市長に要望書を提出した
のは今から８年前。その後、市議会で採択
され、駅構内のエレベーターが平成２０年
に設置されました。そして本年、跨線橋のエ
レベーターが完成（写真右）。
　地域に長年住む方からの「生きている
うちに早くできてほしい」との切実な声が
実現し、こんな喜びはありません。
　友人からは「何人かの議員さんにお願いしたが、叶いませんでした。そんな時、
すがわら進議員に相談。その場で市につないで下さり〝市民の声を大切にする議
員〞に感謝です」との声があがっています。（宿河原・久保田信子さん）
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　「すがわら進・新春の政策勉強会」が平成25年２月１７日、登戸の
柏屋で開催。神奈川港運協会・藤木幸夫会長、川崎市長の阿部孝夫
市長、川崎商工会議所・山田長満会頭はじめ多数の来賓が出席。
　席上、上田勇衆議院議員が挨拶。明治大学大学院教授・上原征彦
氏は「日本経済の課題と企業戦略」のテーマで講演しました。
　また、「すがわら進議員」からは御礼と市政報告がありました。
　駆けつけた党本部女性局次長の佐々木さやかさん（写真下左）が挨拶。
　来賓の神奈川港運協会の藤木幸夫会長（同右）が東京湾にある6
つの港の中で川崎港の果たす役割が今後非常に重要となると語り
「すがわら進議員」が進めてきた港湾政策を高く評価しました。
　琴の演奏やギターとドラムスの素晴らしい演奏などもあり、
大成功の政策勉強会となりました。

　平成２５年３月２5日、２6日と「すがわら
進議員」は、公明党川崎市議団と共に福島
県、宮城県、岩手県の被災地３県を視察。
　公明党の浜田まさよし参議院議員が復
興副大臣としてほぼ常駐する福島県で
は、担当者から詳細に復興状況の報告を
受けました。
　復旧に向け前進してはいるものの、復興
へは道なかばであり、今後も出来る限りの
支援を進めていくことを誓い合いました。
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藤木幸夫会長佐々木さやかさん（中央）と一緒に

写真提供 ： 川崎新田ボクシングジム

　県が支給する教職員の退職手当の見直しを行うとと
もに、子ども達に支障がないよう対処を強く求めました。

質問の日が３月１１日で東日本大震災から２年
目であることからまず黙祷。被災地は依然厳しい状
況にあることを訴え、今後も出来る限りの支援を求め
ました。

1 災害対策について 　平成２５年度に３，０００万円の予算が計上され７００台
の駐輪場が予定されております。今後、さらに民間業者
に依託して放置自転車の減少を求めました。

4 民間事業者による駐輪
場整備について

5 地方公務員退職制度に
ついて

　登戸駅周辺の整備についても質問。その結果、平
成２５年度の早い段階で登戸駅前広場が暫
定整備としてベンチ、花壇、植栽な
どが行われることとなりました。
　さらに、早急にトイレの設
置も決定しました。

登戸駅周辺の整備充実へ

市債残高（市の借金）の見込みは、全会計で１
兆５，５８６億円で年間の利子は、２７７億円となります。
　将来世代への負担を考え、財政運営の目標の中に市
債残高の削減を位置づけるように要請しました。

2 市の財政について

水源地域への理解と自然を守るために行ってい
る、山北町と川崎市の子ども達の交流は、教育の観点
からも良い事業であり、相互の交流をさらに拡大する
よう強調しました。

3 水道事業について

朗報
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ずっと住み続けたい「多摩区」を創りたい。
それが「すがわら進」の夢です̶。
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